[旧]富山大学学報，第406号 by [旧]富山大学
平成10 年1 1 月 発行 声ム『ー 幸日 第40 6号





平成10 年1 1 月 発行 .u.t. -t- 報 第406号
決…同国
関 係 法 令 ……………一一一一一一......・H・······・H・················· 3 
学 肉 親 則 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……… 3 
諸 .6. = 議 … ………一一一一一一一一一一一一一一一一…………ー 6 
. 国立17大 学 人 文系 学部 長 会議 ・事務長会議
を開催 一ー一一一一一··－······一一一一一一一一一一一一一一一一一 7 
学 事
. 学位取得者 一一ー一一一 一一 一 一一一 一一ー 一一一一一一一一… 7 
. 平 成 10年度 民 間等 と の 共 同 研究受入れ につ
いて ………………………一一一一一一一一一一……－ 8 
4砂 学 術 講 演 会を開催 （ 経 済 学部 ） 一一一一一一一一一一一… 9 
人 事 異 動 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…………… 9 
学 内 詰 報
. 大学 院工学 研究科学位記授 与式を挙行 一一一一ー 9 
4砂 教養教育 に 関 す る 全学 シ ン ポ ジ ュ ム を開催… 10 
. 高等学校長協 会 と の 懇談会を開催 一一一一一•······· 10 
． フ ル プ ラ イ ト ・ メ モ リ ア ル ・ プロ グ ラ ム に
よ る 米国 教 員 一行が来 学 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 11 
． 富 山 大学 リ カ レ ン ト 学 習 コ ー ス を開設 …一一 11
． パソ コ ン 講 習 会を実 施 …………ー…守宇守一一一一 13 
． 職 員 教養 研修を実施 …ー ， F一一 13 
・ 富 山 地 区 国 立学校技術 職 員 研修を実施 一一一一ー 14 
4修 学 内 レ ク リ エ ー シ ョ ン （硬式庭球大会， 釣
大会， ピー チボ ー ル大会， ソ フ トボー ル 大 会 ）
を 実 施 ……・ー……一一一一一一一…ーー………ーヨーヨー宇一一一 16 
. 海外渡航者 一一………一 一一一ー一一 一 一ー一一 一一 17 
． 外国 人 来訪者 ·······－一一一一一一.....…..........一一一…… 18 
職 員 消 息
． 住所変更 ......... 一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一 19 
． 新任者住所 …一一…ぃー…一一一一·······－·一一一一…… 19 
主 要 行 事 一一一一一一一一ー一一一一一…… ー ー守 司 19 
- 2 -
平成10年1 1 月 発行 企同ザー 報 第406号
�［！）Q!)f!) 
（ 法 律）
O一般職 の 職 員 の 給与 に 関 す る 法律及 び一般職 の 任期付
研 究 員 の 採用 ， 給与及 び勤務 時間の 特例 に 関 す る 法 律
の 一部を改 正 す る 法律 ( 120) （平 10.10.16 官 報 号 外
第213号）
0国 民 の祝 日 に 関 す る 法 律 の 一 部を改正 す る 法律 (141)
（平10.10.21 官 報号外第216号）
（政 令）
O学校教育法 等 の 一 部を改 正 す る 法律の 施行 に伴う 関 係
政 令 の 整備 に 関 す る 政 令 （351) （ 平 10 .10.30 官 報 号
外第225号）
（ 規 則）
O人事院規 則8-13 （ 行政 職俸給表（ ー） の 2 級以下 の級の
官職等への 任 用 候補 者 名簿 によ る 職 員 の 任 用 に 関 す る
特例等） の 一 部を改正 す る 人 事院規則 （ 人事院8-13-4 )
（平10.10.16 官 報号外第 213号）
O人 事院規 則8-18 （採用試験） の 一部を改 正 す る 人 事院
規 則 （ 同8-18-12) （ 向上）
0人 事院規則9-6 （ 俸 給 の 調 整額） の 一 部を改 正 す る 人
事院規則 （ 同 9-6-35) （ 向上）
0人事院規 則9-8 （初任給， 昇格， 昇給等 の 基準 ） の 一 部
を改正す る 人 事院規則 （ 同9-8-36) （ 向上）
0人事院規 則9-15 （ 宿 日 直手 当 ） の 一 部を改 正 す る 人 事
院規 則 （ 同 9-15-10) （ 向上）
0人事院規 則9-30 （特殊勤務 手 当 ） の 一 部を 改 正 す る 人
事院規則 （9-30・37) （ 向上）
0人事院規 則9-34 （ 初任 給調 整 手 当 ） の 一 部を改 正 す る
人事院規則 （ 同9-34-15) （向上）
O人事院規則9-40 （期末手 当 ， 勤勉 手 当 及 び 期 末 特 別 手
当 ） の 一部を改正 す る 人事院規則 （ 同9-40・15) （ 向上）
O人事院規則9-89 （ 単身赴任 手 当 ） の 一 部を改 正 す る 人
事院規則 （ 同9-89-2) （向上）
0平成10年改正法附則第 6 項 の 規定による 最高号俸 等を
受け る 職 員 の俸給 の切 り 替え等 （ 同9-106) （ 向上）
（ 告 示）
O大学 入学 に 関し専修学校 の 高等課程 について文部大 臣
が個別 に 指定した件 （文部145) （ 平 10.10.14 官 報 第
2486号）
0大学入学 に 関し文部大臣が個別 に 指 定した専修 学校 の
高等課程 についてそ の名称を平成 9 年 4 月 1 日 か ら 変
更した件 （ 同146) （ 向上）
0大学 入 学 に 関し文部大臣が個別 に 指定した専修学校 の
高等課程 についてそ の名称を平成10年 4 月 1 B か ら 変
更した件 （ 同 147) （ 同上）
0大学 入 学 に 関し文部大臣が個別 に 指定した専修学校 の
高等課程 についてそ の 課程を平成10年 3 月 31 日 をもっ
て廃止した件 （ 同 148) （向上）
0大学入学 に 関し文部大臣が個別 に 指 定した専修学校 高
等謀程 についてそ の 課程を平成10年 3 月 31 日 をもって
そ の 指定を解除した件 （ 同 149) （向上）
0出入 国 管 理及 び難民認定法 第 7 条第 1 項 第 2 号 の 基 準
を定める 省 令の留学及 び就学 の 在留資格 に 係 る 基準 の
規定に 基づき 日 本語教育施設等を定める 件 の 一 部を改




富 山 大学廃液処理施設 の 管理体制を明 確化し， 施 設 の 運営をよ り 円滑 に 行うため， 所 要 の 改正を行う。
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富 山 大学廃液処 理 施 設 規 則 の 一部を改 正 す る 規則を次 の とお り 制定す る 。
平 成 10年10 月16 日
富山大学廃液処理施設規則の一部を改正する規則
富 山 大学廃液処 理 施 設 規 則 （ 昭和6 1 年 4 月18 日 制定）
の一部を次 の よう に 改正 す る 。
第 3 条第 2 項 中 「及 び助教授」 を削る 。
富 山 大学長 時 津 貢
同条第 3 項を次 のように 改める。
3 施設長 の 任期は 2 年と し ， 再任を妨げない。 ただ し，
引き続き 4 年を超える ことができない。
附 則
この規則は， 平成10年10 月16 日 か ら 施行 す る 。
富山大学廃液処理施設運営委員会規則の一部改正
ー 富山大学廃液処理施設運営委員会規則の改正理由 －
1 富 山 大学廃液処理施設運営委 員 会 の管理体制を明確化 し ， 問委 員 会 の 運営をよ り 円滑 に 行うため， 所 要 の
改正を行う。
2 字句 の 整理を行う。
富 山 大学廃液処理施設 運 営 委 員 会 規 則 の 一 部を改 正す る 規則を次 の とお り 制定す る 。
平 成 10年10月16 日
富山大学廃液処理施設運営委員会規則の一部を改正
する規則
富 山 大学廃液処 理施 設 運 営委 員 会 規 則 （ 昭和61年 4 月
18 日 制定） の 一部を次 の よう に 改正 す る 。
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富 山 大学長 時 津 貫
第 3 条第 1 項第 2 号 中 「教官」 を 「教 員 」 に 改め る 。
第 5 条第 1 項 中 「 委 員 の互選とす る 」を 「施設長をもっ
て充てる」 に 改める。
附 則
こ の 規 則は， 平 成 10年10 月 16 日 か ら 施行 す る 。
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富山大学セクシュアル・ ハラスメント等対応検討委員会要項の制定
ー 富山大学セクシュアル・ハラスメント等対応検討委員会要項の制定理由 －
富 山 大 学 にお け る セ ク シ ュ ア ル・ハ ラ ス メ ン ト等 の 人権侵害 の 防止及 び対応 について検 討 す る ための 富 山
大学 セ ク シ ュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン ト等対応検討委員 会 に 関 し ， 必要事項を定める 。 j 
富 山 大学 セ ク シ ュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン ト等対応検討委 員 会要項を次の とお り 制定す る 。




第 l条 富 山 大学 にお け る セ ク シ ュ ア ル・ハ ラ ス メ ン ト
等 の人権侵害 の 防止及 び対応 に ついて検 討 す る ため，
富 山 大学 セ ク シ ュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン ト等対応検討委 員
会 （以下 「委 員 会」 という。 ） を置く。
（任 務）
第 2 条 委 員 会は， 次 の 各号 に掲げ る 事項 について検 討
し． 具体案を策定す る 。
(1) ガ イ ドラ イ ン に 関 す る こと。
(2) 窓口， 調 査 及 び措 置 等 の 対応 機 関 に 関 す る こと。
(3) 制 度 の 周知 に 関 す る こと。
(4) 公 開 の 基準 に 関 す る こと。
(5) そ の 他 委 員 会が必要と認めた事項。
（ 組 織）
第 3 条 委 員 会は， 次 の 各号 に 掲げ る 委 員 をもって組織
す る 。
(1) 評議 員 1 人
(2) 各学 部 か ら 選出された教員 各 2 人




(7) そ の 他 委 員 会が必要と認めた者
2 前 項 第 2 号 及 び第7号 の 委 員 は． 学 長が委嘱す る 。
（任 期 ）
第 4 条 委 員 の 任期は， 原案を策定す る ま で の 問とす る 。
（ 委 員 長）
第 5 条 委 員 会 に 委 員 長を置き， 第 3 条第l項 第 1 号 又
富 山 大学長 時 i事 責
は第 2 号 の 委 員 をもって充てる 。
2 委 員 長は， 委 員 会を招集 し ， そ の 議長とな る 。 ただ
し ， 委 員 長 に 事故あ る ときは， 委 員 長が あ ら か じめ指
名 した委 員 がそ の 職務を代 行 す る 。
（議 事）
第 6 条 委 員 会は， 委 員 の過半数が出席 し なければ開 会
す る ことができない。
2 議事は， 出席委 員 の 過半数をもって決 し ， 可否 同数
の ときは， 議長 の 決す る ところ による 。
（意見 の聴取）
第7条 委 員 会が必要と認めたときは， 委 員 以外 の 者
（ 学外者を含む。 ） の 出席を求め， 意 見を聴くことが
でき る 。
（ 部 会 ）
第 8 条 委 員 会 に ， 専 門 的事項を検討 す る ため， 学 生 部
会 及 び教職 員 部 会を置く。
2 学生部会は， 第 2 条 に 掲げ る 事項 の う ち ， 学 生 に 関
わる 事項 について検討 し ， 具体案を委員 会へ報 告 す る 。
3 学生部会は， 次 の 各号 に 掲げ る 委 員 をもって組織 す
る 。
(1) 第 3 条第1 項 第 2 号 の 委 員 （教職 員 部 会 に 属 す る
委 員を除く。 ） 各学部1 人
(2) 第 3 条 第1 項 第 3 号 の 委 員 （教職 員 部 会 に 属 す る
委 員 を除く。 ） 1人
(3) 第 3 条 第1 項 第 4 号 の 委 員
(4) 第 3 条第 l 項 第 6 号 の 委 員
4 学生部会 に 部会 長を置き． 第3条第1項第 4 号の 委
員をもって充てる 。
5 教 職 員 部会は， 第 2 条 に 掲げ る 事項 の う ち ， 教 職 員
間 に 関わる 事項 について検討 し ， 具体案を委 員 会 へ報
告 す る 。
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6 教 職 員 部 会は， 次 の 各号 に掲げ る 委 員をもって組織
す る 。
(1) 第 3 条 第 1 項 第 l 号 の 委 員
(2) 第 3 条 第 1 項 第 2 号 の 委 員 （学生部会 に 属 す る 委
員 を除く。 ） 各学部 1 人
(3) 第 3 条 第 l 項 第 3 号 の 委 員 （学生部会 に 属 す る 委
員 を除く。 ） 1 人
(4) 第 3 条 第 l 項 第 5 号 の 委 員
7 教職 員 部 会 に 部 会 長を置き， 委 員 長をもって 充てる 。
幸E 第406号
（庶 務）
第 9 条 委 員 会 の 庶務は， 庶務部人事課 において処 理 す
る 。
2 学生部 会 の 庶 務は， 学生課 において処 理 す る 。
3 教職 員 部 会 の 庶務は， 庶 務 部 人権謀 において処 理 す
る 。
附 則
この 要項は， 平成 10年 10 月 16 日 から実 施 す る 。
ミl � � 
第 1 回 大学 改 革推 進委 員 会 ( 10 月 2 日 ）
（ 審議事項）
(1) 委 員 長 の 選出 について
(2) 専 門 委 員 会 の 設 置 について
(3) そ の 他
第 3 回 教務委 員 会 ( 10 月 8 日 ）
（ 審議事項）
(1 ) SC S （ ス ペー ス ・ コ ラ ポ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム ）
の 設置及び利用形態等 について
(2) 教 育 職 員免許法 改 正 に伴う検討 課題 について
(3) 多様な学生像 に 対 応 し た教育 シ ス テ ム の 確立 に つ
いて
第 1 回 将来計画委 員 会 ( 10 月 14 日 ）
（ 審議事項）
(1) 本学 の 理念， 将 来 構想 について
(2) そ の 他
第 8 田 部局 長 懇談会 ( 10 月 16 日 ）
（議 題）
(1) 当面 の 諸 問 題 について
(2) そ の 他
第 10 回 評議会 ( 10 月 16 日 ）
（ 審議事項〉
(1 ) 富 山 大 学廃液処 理施設規則の 一部改正 について
(2) 富 山 大学廃液処 理 施 設 運営委 員 会規則の 一部改 正
について
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(3) セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 問 題 の 再発 防止 の 方
策を検討 す る 組織 について
(4) 学生 の 懲戒 について
(5) 学生 の除籍 について
(6 ) 学長補佐体制 について
(7) そ の 他
第 2 回 大学改 革推 進 委 員 会 （ 10 月 16 日 ）
（ 審議事項）
(1) 専 門 委 員 会 の 設 置 について
(2) そ の 他
第 6 回 事務協議会 ( 10 月 20 日 ）
（議 題 ）
当面 の 諸 課題 について
第 l 回事務電算化委 員 会 ( 10月 20 日 ）
（ 審議事項）
(1) 富 山 大 学事務電算化 委 員 会 規 則 の 改 正 について
(2 )  富 山 大学事務情報化推進計画 について
(3) 事務用 電子計算機 の 更新計画 について
(4) そ の 他
第 4 回環 日 本海 地域研 究 セ ン タ ー 運営委 員 会 （ 10月 20 日 ）
（協議事項）
(1) 平 成 10年 度共 通 経 費ついて
(2) 研究 プロジェク ト の 募集 について
(3) 図 書 の 購入 について
(4) 第 2 回 富 山 大学環 日 本海 地域研 究 セ ン タ ー 主催 シ
平成10年1 1 月 発行
ン ポ ジ ウ ム 実行委 員 会 について
(5) そ の 他
第 5 回 学生 生 活 協 議 会 ( 1 0 月 21 日 ）
（ 審議事項）
品... 7' 報
ク ト ） の 採択について
(2) そ の 他
第 3 回 自 己点検評 価 委 員 会 ( 10月 30 日 ）
（ 審議事項）
第406号
(1) 学 生 守則 の 一部改 正 （案） について
(2) そ の 他
(1) 平成 9 年度 自 己点検報 告 書 にお け る 問 題点及び改
第 3 回 総合 情 報 処 理 セ ン タ ー 運営 委 員 会 ( 10 月 29 日 ）
（ 審議事項）
(1 ) 学長裁量経 費 （富山大学 ホ ーム ペ ージ開発 プロジェ
善 事項 について
(2) 研究者総覧 について
(3) 平 成 1 1 年 度 自 己点検評価 について
(4) そ の 他
国立17大学人文系学部長会議・事務長会議を開催
去 る 1 0 月 15日 （木：）， 16 日 後）の 2 日 間に わた り 富 山 大 学 が した。
当番校 と な り ， 平 成 10年 度 国 立 17大学人文系 学 部 長 会 議
並びに 同 事務長 会議を名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル で 開 催 し ま した。
協議事項 の う ち『大学 審議会 答申 「2 1世紀 の 大 学 像 と
今 後 の 改 革方 策 について」 （ 中 間 ま と め） を受け て』 と
「人文系学部 の 抱え る 課題」 では， 各 大 学 の 現状 や 検 討
結果等を踏 ま えて， 今 後 の 国 立大学 におけ る 大 学 改 革 の
在 り 方 や対応 について， 予 定時間を30 分も オ ー バ ー す る
中 で 活 発な意見 交換 ， 討論が行われ ま した。
ま た， 承合事項 の 「教育 職 員免許法改正 に伴う課程認
定について」及び 「介護等体験 について」では， 各大 学
の 取 り 組んでい る 状況 についてそれぞれ紹介が行われ ま A活 発な意見交換が行われた学部長会議
ミ』 ミ』
学 位 取 得 者
学位取得者 経 済 学 部 講 師 内 田 康郎
学位 の 種類 博士 （学術） （ 横浜国 立大学）
取得年 月 日 平 成 10年 3 月 31 日
学 位 論文名 T he Dev elopment of Str ategi c C h ar ac teris ti c s  i n  Intern ation al Corpor ate 
Alli an c es 
論文 の 要旨
（国 際提携にみる 戦略的性格 の形成 と 成長）
国 際的な企業 競争において基本戦略 と され る 企 業 問提携の 実 態調 査をも と
に ， 市場 におけ る 競争優位 の パ ラ ダ イ ム がど の よう に シ フ ト す る か について
分析 し た。 ま た， これを通じ新たな概念 と な る 競争優位 の 源泉 を『「標準化」の
経済性』 と し て独自 に 設定 し ， 実 証的な研究を進めた。
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平成10年度民間等との共同研究受入れ一覧表
区分 研 究 題 § 
A 新エネ発 電 システムの出力安定化に関する基礎研究
B 極低7.lia超伝導 材料の開発




，， 船舶用 軸受材のメ タ ルライ ニ ングの改善
，， 積層箔の繰り返し圧下によるメ カ ニ カ ルアロイ ング
，， 展伸用 アルミニウム合 金の半凝固鋳塊に関する研究
，， 水中に存在する微量有機物の定量方 法に関する研究
，， 
構造用アルミニウム中空押出し形材の寸法務度及 び強度に 関 す る 研究
，， 
澱粉糊の老化の構造変化と澱粉をベースとした生分解性ポリマーの研究
,,. 環状 シアナ ミ ド類 の熱特性と防難熱機構に関する研究
，， 有機E L簿膜素子の研究
，， アルミニウム熱問押出し加工 中 の押出し金型変形に関する研究
，， アルミニウム合 金のメ タ ルフ ロー に関する基礎研究
,,. 古車肉幅広押出し形材の品質 向上に関する研究
，， 海発 性アミ ン呈色指示薬の基礎的実験
ゐ 超硬素地上のT i A I N及びT i Nのエッ チ ングの研究
ゐ ITO膜の膜厚と その電気的特性の研究
ゐ 置換促進剤によるメタンハイドレート中のメタンC02置換速度の向上i：関する研究





,,. メッ キ及びコーテイ ング層 の新評価法開発に関する 基礎的研究
,,. 押出性を向上させる フ ローガイ ドに関する研究
※共 同 研究 の 区 分
A：① 国 立 学校 において， 民 問機 関 等 から研 究 者及
ぴ研 究経 費 等を受け 入れ， 国 立 学校 においても
直接経 費 の 一 部を負担 し ， こ の ため別途共 同 研
究 費 （ 校 費 ） の 配 分を要す る 場合
平 成 10年 4 月 ～ 9 月
民 問 機 関 名 大 学 側研究 代表者
北陸電力（側地域 総合研究所 工学部 教 授 作井 正昭
大 平洋製鋼（紛富山製造所 理学部 教 授 石川 義和
エヌアイ シ・オ トーァック側 工学部 教 授 小泉 邦雄
新日組側北陸製造所 工学部 教 授 池野 進
立山アルミニウム工業（掬 工学部 助 手 島田 邦雄
北陸電力側地域 総合研究所 工学部 教 授 塩津 和章
日本マリ ンテクノ（附 工学部 教 授 佐治 重輿
大 同 工業側製品企画部 工学部 教 授 佐治 重輿
富山合 金側 工学部 教 授 池野 進
シロウマサイ エンス体制 工学部 教 授 長谷川 淳
アイ シン軽金属側 工学部 助教授 高辻 則夫
ヤヨイ 化学 工業（紛 工学部 教 授 島崎長一郎
日産化学 工業（樹富山工場 工学部 教 授 島崎長一郎
北陸電気工業（槻 工学部 教 授 女川 博義
YKK＼掛 工学部 教 授 松木 賢司
立山アルミニウム工業側 工学部 助教授 高辻 則夫
富山軽金属工業機 工学部 教 授 松木 賢司
南越ケミ カ ル（槻 工学部 助教授 蓮覚寺聖一
（紛不二越 工学部 助教授 蓮覚寺聖一
SM K側富山事 業所 工学部 教 授 森 克徳
北陸電力（側地域 総合研究所 工学部 教 授 加藤 勉
富山日本電気（紛 工学部 教 授 穣山 智条
働新潟県環境衛生研究所 工学部 助教授 松郷 誠一
（側アイ テス 工学部 教 授 女川 博義
レ ン ゴ （ー槻福井研究所 工学部 教 授 北野 博巳
側高松メッ キ 工学部 教 授 能登谷久公
住友軽金属工東側研究開発センター 工学部 助教授 高辻 則夫
② 国 立学校及び民間機 関 等 において共 通 の 課 題
について分担 し て行う研 究で， 民間機 関 等 か ら
研 究 者及び研 究経 費等， 又は研究経 費 等を受け
入れ， 国立学校 においても直接経 費 の負担を 要
し ないか， 直接経 費 の 一 部を負担 し でも別 途共
同 研 究 費 （校費） の配分を要 し ない場合
C :  国 立学校 において， 民 問機 関等 から研 究者 の 受
入れ の みを行い， 研 究 内 容， 性格か ら直接経 費 の
措置を要 し ない場合
② 国 立 学 校及び民 問機 関 等 において共通 の 課 題
について分担 し て行う研 究 で ， 民 間機 関 等 か ら
研 究者及び研 究 経 費 等， 又は研 究 経 費 等を受 け
入れ， 国 立 学校 においても直接経 費 の 一部を負
担 し ， こ の ため別途共 同 研 究 費 （ 校 費 ） の 配 分
を要す る 場合 ※年 度別 実 績件数 （過去 5 年 間）
B：① 国 立 学校 において， 民 間機 関 等 から研 究 者及
び研 究 経 費 等を受け 入れて実 施す る も の で， 国
立学校においても直接経費の負担を要しないか．
直 接 経 費 の 一 部を負担 し ても別途共 同 研 究 費
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学術講演会を開催
経 済学部 では， 学 部間学術 交流協定を締結してい る 中
国 人 民大学計画統計学 院 か ら劉起 運教授 （ 国 民経済 管 理
系 副主任） を招へいして学術講演会を 開 催しま した。
講 演 会は， 経 済 学部 と 環 日 本 海 地域研 究 セ ン タ ー の 共
催で， 去 る 10月 23 日 後） に 行われ， 中回数量経 済 学 会 副 理
事長， 中 国 投入 産出学 会 常 務 副 理事長 でもあ る 劉 教授 か
ら， 「 中 国 産業構造 の 投入 産出 分析」 の テ ー マ で 基 調 講
演があ り ， 続いて参加者 と 活発 な討論が行われ ま した。
第406号
ま た， 講 演 会 に 先 立 ち 劉 教授は， 古 田 経 済 学 部 長及び
榊原 経 済学 部 国 際交流委 員 会委 員 長 と 両大学 の 現状等 に
ついて和やかな懇談が あ り ， 相互理解を深め る こ と が で
き ま した。 企古 田経済学部長 と 挨拶を交わす劉 教授 （右）
リミ）��
異動区 分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 tr ・
昇 任 10 . 1 1 .  1 山 本 辰 美 教務職員 工学部（物質生命シ;ijAJ学科7日HI字） 助 手 工学部（物質生命シスfA工学科プ刊行学）
育児休業 1 0.1 0 .2 7 星 野 由紀子 教務職員 工学部（物質生命シ:ifH学科応用化学） 育児休業 （～1 1 . 7 .31 ) 
昌司）［！）�
大学院工学研究科学位記授与式を挙行
大 学 院工学研 究科博士後期 課程学位記授与式が， 去 る
10月 1 日 （木）午 後 1 時30 分 か ら 学 長室 において挙行 され ま
した。
時i事学長 から， シ ス テ ム 生 産工学専攻 （郭立新 ） ． 物
質生 産工学専攻 （字野清文， 鳥山 成 ー ） の 3 人 に 学 位 記
が授与され ま した。
式終了 後， 学 長 ， 工学研 究 科 長 ， 指導教官等を交え懇
談があ り ま した。
企学長から学位記を授 与
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教養教育に関する全学シンポジウムを開催
去 る 10月 2 日 後）午 後 1 時か ら 5 時 ま で， 教養教 育 委 員
会主催 による シ ン ポジ ウ ム が黒田 講堂で関か れ ま し た 。
富 山 大 学 の 教 育 改 革が実行 に 移されて 5 年 あ ま り が経 過
し ， 今 後 の教養教育 の 更な る 発展をめざ し て， 教職員 130
人 余 り が参加 し て講演 と 全体討議 に 活 発な意見 交換が行
われ ま した。 教 養 教 育企 画 専 門 委 員 会 では， 本 シ ン ポ ジ
ウ ム を 開 催す る に 当た り 議 論を重ね， 多くの 教 員 の 参加
を呼びか け てい ま し た。
シ ン ポジ ウ ム では， 第 一 部 で亜細亜大学教授原 一雄
氏か ら 「 F Dを考える 一大学教官の生涯学習課題 と して一」，
第 二部 で 富 山 大学教育学 部教授瀧津 弘氏 か ら 「富 山 大
学は教 育 改 善 で 何をめざ し たか」 と 題 し て講演を し てい
ただき ま し た。 そ の 後， 二人 の 講師 の 話題提供を受けて，
活 発 に 全体討議が行われ ま し た。
原 一雄教授 の 講演 では， F Dの定義， 必要性， 問 題
点が話され， F Dに 取 り 組んで い る 大学があ る か と いう
質 問 に 対 し て， 東 海 大学など の 名 前を挙げて説明がなさ
れ ま し た。
瀧i幸 弘教授 の 講演 では， “富 山 大 学 の 発展を心か ら
願う”立場 か ら ， 大学設 置 基 準 の 大 綱化前 後 におけ る 富
山 大 学 の 議 論が紹介され ， 特 に 外国語 と 保健 体 育 につい
教養教育委 員 会企 画専 門 委 員 会
委 員 長 字 井 啓 高
て， 学部責任体制 に す べきで あ る と いう提言がなされ ま
した。
全体討議 ・ ま と めでは， 活 発な意見発表があ り ， 瞬く
聞 に 予定の 時聞が来て し ま い ま した。 諸々の 意 見が出さ
れた後， 最後 に 企画専 門 委 員 長 が ま と めを行 い ま し た。
そ の 中 で， 教養教育 の 捉え方 についてはさ ら に 議論 す べ
きで あ る こ と ， 教育 に 対 す る 評 価を人事等 に も反映させ
る べきで あ る こ と ， 教養 の 理 念 についてさ ら に 論議を深
める 必要があ る こ と が指摘され ま した。
教養教育委 員 会企 画専 門 委 員 会 では， 本 シ ン ポジ ウ ム
の 内 容を広く教職 員 に 知っていただくために ， 報 告 書を
作成す る 方向で準備を始めてい ま す 。
...全体討議
富山， 石川両県の高等学校長との懇談会を開催
一高等学校教育 か ら 大学教育への 円滑な移行 に向けて一
「平成10年 度高 等 学 校 長協 会 と 富 山 大 学 と の 懇 談 会 」
を， 去 る10 月 6 日 （刈に工学 部 大 会 議室で 開 催 し ま し た。
こ の 懇談会は， 高 等 学 校 と 大学 と の “接点” で あ る 大
学 入 試を 中 心 と し て， それぞれ の 教 育 の 現状 や問 題 点 に
ついて意見 交換を行い， 相互理解を深め る こ と を目的 に
毎年 開 催 し てい ま す 。
今 回 の 懇談 会 に は． 富 山 県 内 か ら 3 2校， 石 川 県 内 か ら
15校 の 高 等学校長 と 富 山 県 教育 委 員 会 関 係 者 等 2 人 の 計
49人 と ， 大 学 側か ら 時津学長をはじめ能登谷学 生 部 長 ，
各学部長などが出席 し ま し た。
時i事 学 長 の 挨拶， 大学概要 の 説明 ， 各学部 の 近況説明
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の 後， 『高等学校教育 か ら 大学教育へ の円滑な移 行 に 向
けて』を テ ー マ に終始活発な意 見 交換が行われ， 実 り 多
い懇談 会 と な り ま し た。
企挨拶をす る 上田富 山 県高等学校長協会長
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フルブライト・メモリアル・プログラムによる米国教員一行が来学
去 る 10月 15日 （木）に フ ル プ ラ イ ト ・ メ モ リ ア ル 基 金教育
者招へいプロ グ ラ ム に よ る 米国 人教育者 一行20人が本 学
を訪れ ま し た。
一行は， 学 長 か ら 歓迎 の 挨拶を受けた後 ， 教育 学 部 の
組織 ， 課 程 の 概要， 授 業 内容及 び カ リ キ ュ ラ ム 等 につい
ての 説 明を受け ， 続いて附属 図 書館 の ヘルン文庫を 見 学
し ま し た。 次いで， 教育学 部 において美術教育， 音楽教
育 の 授 業を参観 し ， ま た， 教 員 ， 大 学院生と教育改革，
道徳教育， コン ピ ュ ー タ を利用 し た教育等 について活 発
な意見交換を行い ま し た。 企美 術教育を参観する 一行
富山大学リカレント学習コース「WWWコンテンツ作成技術の基礎から応用まで」を開設
W W W  (Wo rld W ide Web ：世界的な規模の 蜘妹 の 巣
という意味） というハ イ パ ー メ ディ ア 対 応 の 情報検索 シ
ス テ ム が登 場 し ， そ の 使い易きがイ ン タ ー ネッ ト 利 用 者
を加速度的 に 増大させてき ま し た。 現在 では， こ の W w 
W に よ る 情 報 の 提供・収集がな ければ， ビ ジ ネ ス が成 立
し ない状況 に なってき ま し た。 本学 では， このような状
況を踏 ま え， よ り 詳細な情報を効率よく， かつUp- to-da­
teな形で 提供でき る ような， コン テ ン ツ 作成 技 術 の 基 礎
か ら 応用 ま でを， 最新技術を網羅 し なが ら リ カ レ ン ト 教
育 （社 会 の 変 化 に 対応 す る ， 専 門 的で 高 度な 知識 ・ 技 術
や新た に 必要となった 知識 ・ 技術 の キ ャッチ ・ ア ッ プ の
ための 教育） という形で学 習 す る コー ス を， 総 合 情 報 処
理 セン タ ー が企画 し て， 去 る 10 月19 日 か ら 3 0 日 ま で の11 
日 間 （36時間） に わた り 開 設 し ま し た。
今年度 の 学 習 コー ス に は， 一般企業 ・ 自 営業 か ら 6 人，
地方公 共団体 ・ 教育機 関 か ら 7 人 の 計13 人 の 現役Web経
験者が受講 し ， W W W作成 の ための 新技術を， 実 習 を 中
心に 体験学 習 を し て最終的 に W W W 自 由課題を各受講 者
が作 り ， 発表す る 形式 で 進め ら れ ま し た。 受講者作成 の
ホ ー ム ペー ジ 発 表は最終 日 に 行われ， 次 の 7 項 目 につい
て各 自 10分間程 度 発表 し ま し た。
1 . 何を掲載す る の か ？
2 . ど の よう に 表示 し ようと したの か ？
3. 誰を ア ク セ ス の 対象と し てい る の か？
4. ペー ジ の 構 成と メ ニュー の展開をどのよう に 工夫
したか？
5. ペー ジ 作成 の ル ー ル について何処 に 留 意 したかっ
6 . 新 し い技術をどのよう に 採 り 入れたか？
(l)Ne ts cape Co mpo se r, (2）画像処理（Pho toShop),
(3）映像音響処 理（VideoShop), (4) C G I / S S I , 
(5）検索エン ジン， （ 6 )Ja vaSc rip t, (7lD y na mic HT ML 
7 . 自 己採点をする と100点満点で何点かつ
これ ら の ホー ム ペー ジ の 評価は． 次 の 4 項 目 と 6 人
の教官個人 の視点で行い ま した。
1 . 作成者 の 意図 したペー ジは作 ら れてい る か？
2 . 新 しい技術はどの程度ペー ジ 作成 に 採 り 入れ ら れ
てい る か ？
3. ア ク セ ス ・ ビ ジ タ ー への イ ンパ ク ト はあ る か 7
4. 作成者独自 の 工夫点は評価 できる か ？
...熱心に受講する 受講 生
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そ の結果， 山 西総合情報処理 セ ン タ ー 長 か ら， w W W  
コ ン テ ン ツ は「何を誰に どの よう に伝えたいの かを率 直
に 表 現す る こと で あ り ， それは技 術 ではなく中 身 で あ
る 。 」 と講評があ り ， 優秀賞に塚本信三， 吉 崎靖之 ， 尾
崎美穂， 土谷恵美子の 4 氏 の 作 品が選ばれま し た。 受講
者は後半の コ ー ス が や や難 し か ったが， 全体と し てほ ぼ
満足 し たと感想を述べ ていま し た。
なお， プログラムは次 のとお り で す。
平成10年度 富山大学リカレント学習コース
「WWWコンテンツ作成技術の基礎から応用までJのプログラム
回 日 時 講 義 ・ 実 習テ ー マ 講 自市
10 日 19 月 （ 月 ） HTM L入 門 教育学部助教授
一素晴ら しいペー ジ巡 り 堀田 龍也
18: 00～21 : 00 とテ キ ス トの入力・編集一
2 10 日 20 月 （ 火） HTML 演習 理学部 助 手
-WWW コンテンツ 作成会社 の 幸 山 直人
18 : 00～21 : 00 プログラマを体験する 一
3 10 日 21月 （ 水 ） 効果的な コ ンテン ツ 作成 教育学部助教授
ー コ ンテン ツ 作成 ツ ー ル 向後 千春
18 : 00～21・00 とその効果的な使用 方法一
4 10 日 22 月 （木 ） コンテンツ の デザ イ ン 教育学部助教授
ーもっとス タ イ リ ッシ ュ に一 向後 千春
18: 00～2 1 : 00 
5 10 日 23 月 （ 金） 画像の ペー ジ・デザイ ン 教育学部助 手
一画像の入力・編集一 岡根 江見
18 : 00～21 : 00 
6 10 日 24月 （土 ） WWWペー ジ 自 由課題の作成 総合情報処理センター助教授 高井 正二
． 9・00～12・00 教育学部助 手 岡根 江見
7 13 : 00～ 16 : 00 経済学部助 手 土木 佐季子
理学部 助 手 幸 山 直人
工学部 助 手 瀧田 啓司
8 10 日 26月 （ 月 ） 画像の ペー ジ・デザイ ン 教育学部助教授
一音声音響映像の入力・編集一 黒田 卓
18  : 00～2 1 : 00 
9 10 日 27月 （ 火） ア ク セ ス・ ピ ジ タ ー の 情報収集 総合情報処理セン タ 一助教授
一フォー ム （入力書式） ， 高井 正三
18: 00～2 1・。。 フィ ードノTック ， C G I -
10 10 日 28月 （ 水 ） サー チ・エン ジンの効果的な使用 方法と作成 工学部 助 手
一効果的な検索方法と特定分野向けサー チ 瀧田 啓司
18 . 00～21 : 00 ・エン ジンの作成一
1 1  10 日 29 月 （木 ） J a vaScrip t による ペー ジ作成 工学部 助 手
-WW W の 未来へ ー 瀧田 啓司
18: 00～2 1 . 。。
12  10 日 30 月 （金 ） ペ一日ノ内フロ楽主主会ー 総合情報処 理 セ ン タ ー 長 山西 潤一
一素晴ら しいペー ジとは何か一 総合情報処理センター助教授 高井 正三
18 : 00～21 00 教育学部助 手 間根 江見
経済学部助 手 上木佐季子
理学部 助 手 幸山 直人
工学部 助 手 瀧田 啓司
-12 -
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パソコン講習会を実施
去 る 1 0 月 13 日 （火）か ら 15 日 （村 ま で の 3 日 間 （ 午 前 中 ） ，
事務職 員を対象 と したパソコン講 習 会を附属 図 書館 マ ル
チメディア研 修室 で 実 施し ま した。
こ の 講 習 会は， 事 務 情 報 化 の一環 と して職 員 への パ ソ
コン配備が進み， これ ら の有効活用を 図 る もの で ， 今 回
は， 講 習 会 科 目 を職 員 の 希望 に 添ったも の と す る ため ，
アンケ ー ト を行い， 「 E xcel入 門」を実施し＇ 30人 の 受講
者は， 外部講師 の 丁寧な講義 に 熱心 に 取 り 組んでいまし
た。
今 後は， 職 員 の 希望 に 添った「一般ユ ー ザコ ー ス 」 を
年数 回 実施 す る と と も に ． 事務情報化推 進 ス タ ッ フ養 成
の ための「 リ ー ダコ ー ス 」 も計画 的 に 実 施 す る 方針で あ
る 。
マ’ J�＇＇ ＇°＂＇ ＇＂
I 
•• ／＇命 長 引
企パソコン講 習 会
｜ 放送大学の授業を利用した職員教養研修を実施｜｜
去 る 1 0 月 1 日 （木） に 放送大 学 の 授業を利用した職 員 教 養
研 修 の 開 講式を行い， 水 上事 務 局 長 か ら 放送大学 の 設 立
経緯 や生涯 学 習 の 必要性等 について挨拶があ り ， 20 人 の
受講生は勉 学 に 意欲を燃 やしてい ま した。
この 研修は， 職 員 の 職 務遂行 に 必要な行 政的視野， 社
会 的視野を深め， 資質 の 向上を図 る も の で， 放送大 学 の
授業 科 目 の 中 か ら 受講生各自 が選択した科 目 はバラ エ ティ
に 富んでお り ， 受講生は本年10 月 か ら 半年間科 目 履修生
と して放送大 学 に 入学し， 本 学 本部 庁 舎 のC S放送受信
設備 や放送大 学 富 山 地域学 習 セン タ ー を利用して学習 す
る こ と になってい ま す 。
なお． 受講者， 受講 科 目 は次 の と お り で す 。






















所 属 氏 名 受 講 科 目
庶 務 部 橘 千 夏 中国語H
，， 白 山 一 男 法学入門
今 高 邑 欣 市 生涯発 達と生涯学習
経 理 部 新 井 r告 財政学
ゐ 大 場 和 夫 法学入門
,,, 高 崎 淳 也 会計学
施 設 課 村 道 俊 一 英語I （‘ 9 6 )  
学 生 部 大 崎 秀 雄 国際化と教育
今 石 川 裕 史 情報基礎管理学
人文学都・理学部 中 田 孜 ジェ ンダー の社会学
イシ 番苦 藤 純 一 ライフコース 論
教 育 学 部 寺 脇 誠 一 日本語表現法
イシ 奥 田 者＇� 洗濯と洗剤の科学（‘ 98 )
経 済 学 部 高 木 晃 教育 ・ 経済 ・社会
4シ 新 庄 宝、 日本列島の地球科学
工 学 部 寺 林 真佐美 英語I1 （‘ 98 ) 
’， 川 成 i享 也 カウンセリング
。 金 森 美枝子 日本語表現法
附属図書館 能j皮 輝 之 メディアと教育
，， 脇 坂 勝 人 中国の歴史と社会（‘ 98 )
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第7回（平成10年度）富山地区国立学校技術職員研修を実施
去 る 1 0 月 8 日 （利第 7 回 （平 成 10年度 ） 富 山 地 区 国 立 学
校技術 職 員 研修弘 工 学 部を会 場 と して実施し ま し た。
研修 には， 富 山 県 内 5 機 関 か ら 30人 の 参加 者 が あ り ，
本年度 か ら 本学技術部 の 企 画 で 「技術 の伝承 と 保存」 を
目 的 に 技術専 門 職 員 が講師 と な る 実 習を取 り 入れ ， 本 学
の 4 人が各 自 の 専 門領域 （電気， 機 械， 物 理 （ 放射線計
測）， 化学） の 実 習を 企 画 ・ 担 当しま し た。
受講 者 か ら は， 「 高 度な内容で 充実してい た。 」 「 丁
寧で 分 か り やす い。 」 と 好 評 で ， 初めての 試みで あ っ た
が， 有意義な研修 と な り ま し た。
なお， 日 程及 び受講者は次 の と お り で す 。 .実習
第7回（平成10年度）富山地区国立学校技術職員研修日程表
会場：富 山 大学工学部102講義室
9: （〕O 10: 00 11 : 00 12 : 00 13・00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 
9: 20 10: 20 16 : 40 
10 関 オ 実 習
講 義 移 昼 ①「デジタルICの 基礎と応用 回路」 “TTLとCM 移 閉
リ「自の仕組みと 技術 発表 実 智 OSの 正しい使い方”
光環境についてJ 2名 4コース 講師 富山大学工学部技術専門職員
月 コ二 高安 勇吉富山大学工学部教授
中 嶋 芳 雄 場所 工学部電気棟 2 Fゼミナール室
ン ②「電気油圧制御システ ム の FFTア ナライ ザを用
いた アナ ログシミ ュレーション 」
8 講 ア 講師 富山大学工学部技術専門職員 議
高瀬 博文






場所 総合情報処理セン ター 2 F端末室





場所 教育学部 2 F化学実験室
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� .x. i葺 者 名 簿
NO 機 関 名 所 属 氏 名 備 考
富 山 医 科 薬 科 大 学 研究協力謀 総務係 森 腰 正 弘 実 習 ④ 
2 イシ ゐ ,, Ill 原 昌 彦 実 習 ④ 
3 ,, 広》 今 ’匿 田 �u 子 実 習 ① 
4 ゐ イシ イシ 津 谷 和 子 実 習 ④ 
5 ，， イシ 。 庄 司 美 樹 実 習 ③ 
6 富 山 工 業 高 等 専 門 学 校 学生課 技 術 教 育班 島 政 司 実 習 ③ 
7 富 山 商船 高 等 専 門 学 校 庶務課 実験実習第 二係 磐 国 忠、 一 実 習 ② 
8 今 。 イシ 竹 外 治 実 習 ② 
9 高 岡 短 期 大 A寸＂：： 学生課 畑 篤 実 習 ③ 
10 。 。 砺 波 r告 一 実 習 ④ 一
11 富 山 大 寸民d'ー 人文 ・ 理学部 ガ ラ ス工作室 岩 城 庚 光 実 習 ④ 
12 ゐ 水 素 同位体機能研究セン タ ー 原 正 憲 実 習 ③ 
13 。 総合情報処理 セン タ ー 豊 本 勉 実 習 ② 
14 ,, 今 II I 原 智 徳 実 習 ③ 
15 今 工学部 電気電子 シ ス テ ム 工学科 北 村 岩 雄 実 習 ② 
16 ,, 。 ,, 柴 国 幹 実 習 ② 
17 今 ,, 。 本 田 手口 博 実 習 ① 
18 。 4》 知 能 情 報 工 学 科 丸 山 博 実 習 ① 
19 4シ ゐ 。 大 久 保 篤 志 実 習 ① 
20 ,, ,, 物質生命シ ス テ ム工学科 井 i事 真由美 実 習 ③ 
21 イシ ，， 機械知能シ ス テ ム工 学科 渡 辺 秀 一 実 習 ① 
22 。 。 今 大 山 達 雄 実 習 ① 
23 4砂 イシ 。 友 坂 敏 信 実 習 ② 
24 ,, 。 物質生命シ ス テ ム 工学科 中 キす 善 志 実 習 ① 
25 ,, ,, 工 場 係 谷 口 泰 一 実 習 ② 
26 ィシ 。 ク 藤 岡 手日 典 実 習 ④ 
27 m》 今 。 中 尾 良 +r 実 習 ② 
28 今 ゐ 。 一 邑 英 治 実 習 ① 一
29 ,, ’シ 4シ 高 キす 浩 之 実 習 ① 
30 イシ ィシ 。 山 田 聖 実 習 ④ 
技術 発表 （ 2 名 ）：富 山 大 学 原 正憲・ 大久保篤志
Fhu 














当日は， 快晴で釣には絶好の天候に恵まれ， 男女23人の太公望が決められた魚種を， より重い釣果を目指して竿を3
時間30分にわたって操りました。




優準第占H 交 交 館館部書書図図学属属附附工合晋行百小博田下谷串木長
＜ビーチボール大会＞
平成10年度学内ピーチボール大会の決勝トーナメントが， 4リー グ各l位の4チームにより， 去る10月6日（刈に本学
第3体育館において実施されました。
本大会は， 各部局から12チームが参加して， 予選は4リー グに分かれ各 3チームで， 激しい熱戦のなかにも， 時には
笑いも出る和やかな雰囲気の中で． 好試合が繰り広げられました。












2 1 。 2 
工 寸声2・． 昔日 A 教 育 7見4－ 部 A 工 寸出ιー 部 B 教 育 寸見4・ 音E B 
[Aリーグ1位］ [ Bリーグl位］ [ cリーグ1位］ [ Dリーグl位］
非--t- 生 部 ｜
ιョ
｜庶 務 部 ｜ ｜経 済 f見A－ 部
人文学部・理学部Al ｜人文学部・理学部Bl ｜ 附 属 図 書 館
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＜ソフトボール大会＞
平 成 10年度学 内 レ ク リ エ ー シ ョン 部 局 対抗ソ フ ト ポ ー ル 大会が， 例年どお り 真夏炎天下の 7 月 17 日 か ら ． 落ち葉の舞
う10 月 22 日 ま で の 3 か 月 の 間， 各部 局 の 日 程 の 調 整 に苦慮しなが ら も， 無事決勝戦を終える こ と ができ ま した。
本 大会は . 8チー ム が参加し， 事務局 長をはじめ幅広い教職員 の参加を得て， 活気あ る 試合が繰 り 広げ ら れ， 一生懸
命な参加者 の プ レ ー に 部 局 の壁を越えた声援が飛び交う中， 全 員 が楽しみなが ら の 試合が展 開され ま した。
決勝戦は ． 連 覇をね ら う強豪の工 学 部 と 施 設 課 ・ 附属 図 書館 と の 対戦 と な り ， 地力 に勝った工学部が1 1対 3 の 大差で
施設課 ・ 附属 図 書 館を破 り ， みご と 2 連 覇を果たし ま した。








施 設 課 ・ 附属 図 書 館
経 理部， 教育学部
⑤⑤⑤⑮⑤ 
渡航 の 種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外国出張 工 学 部 助 教授
ICPCG’98国際会議に出席， 研究発
10.10. 2 
山 田 茂 中華人 民共和国
走 資料収集等
10.10.15 
水素同位体 10.10. 3 
機能研究セ 教 授 渡辺 国昭 中華人 民共和国
Metal-Hydrogen国際シンボジ ウ
ンター ムに出席， 情報収集 10.10.14 
事務局長 水上
10.10. 5 
修 ー 中華人 民共和国 中国高等教育事情調査
10.10 15 
教育学部 教 授 山西










セ 助 教授 iI回 ’フ�ロ,. オ ー ス ト リ ア 第
1回IAEA （国際電子力機関 ） 共
ン ター 同研究計画会議に出席 10.10.22 
助 教授 iI回 トリチウ ムプラ ズマ 材ー料相互作 用
10.10.24 
今 'f" 巳 ア メリカ合衆国 に関する研究
10.11.23 
「情報化に対応 した学習指導の力量 10.10.27 
教育学 部 助 教授 堀田 穏也 カ ナ ダ
の 向上をめざした教員研修 カリキュ
ラ ム の 開 発と評価」 についてレピュ
ーを受ける
10.11. 4 
4シ 助 教授 黒田 卓 。 ，， ，， 
工 学 部 教 授 龍山 智 条
第5 回中 日薄膜シンポジウ ムに出席，
10.10.30 
中華人 民共和国
研究 発蕊討論 ， 情報交換
10.11. 8 
。 助 教授 川原田
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渡航 の 種類 所 属 職 氏 名
海外 研修 理 学 部 助 教 授 大藤 茂
4シ 教 授 東 川 和夫
工 学 部 教 授 升方 勝巳
理 学 部 助 教 授 栗本 猛
工 学 部 助 教 授 田島 正 登
理 学 部 助 教 授 大藤 茂
。 助 教 授 藤田 安啓











渡 航 先 国









／� J、 マ 国
第406号
目 的 期 間
ロシア 沿海州地域 の 中 高生層 の地質
10.10. 1 




プラズマ技術 と 応用に関する日韓 合 10.10. 9 
同ワークショップに出席， 研究打 合
せ 10.10.12 



















氏 名 本国 に お ける 来 寸ぷゐ- 目 的 本 学受 入れ先 期 間
（ 国 籍） 所属機関 ・ 職名
Jam es Woodbur n  ロンドン大学 富山人類学談話会出席及び 研 人文 学部 ・助教授
10.10 22 
（ 連 合王国） 経済政治 学校（ LSE）教授 究打 合せ 竹 内 潔 10.1 0 .24 
Barr y H ew l ett ワシントン州立大学助教 富山人類 学談話会出席， 講演 人文 学部 ・助教授
10.10 .22 
(U. S. A) f受 及び 研究打 合せ 竹 内 潔 10.10.25 
Ser ge Ba huch et フランス国立科学研究セン 富山人類 学談話会出席及び 研
（フランス） ター（C.N.R.S）研究部長 究打 合せ 人文 学部 ・助教授 10 10.31 
E mmanu巴lleOlivi er フランス国立科学研究セ 富山人類学談話会出席， 講演 竹 内 潔 10.11. 3 
（フランス） ン ター （C.N.R.S）研究員 及び 研究打 合せ
劉 起 運 中国人民 大 学 講演会 における基調講演・討 経済学部 ・教授
10.1 0 .2 1  
（中 国） 国民経済管理系 教授 誌 研究交流 松 川 滋 10.10.23 
J.F .O gilvie サイモンフレーザー大学 理学部 ・ 教授
10.10.18 
教授 学術討論 高 木 光司郎（カ ナ ダ） 10.10.20 
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経 済 学 部
，巨..... 職 氏 名
教 授
佐 藤 幸 男
（ 社会科教育）
文 部 事 務 官
畠 山 節 子
（学務係学生主任）
官 職 氏 名
教 授 ｜ 田 沼




10月 1 日 職 員 教養研修 開 講 式
大学 院 工 学 研 究 科 （博士後期課程） 学位記授
与式
2 日 教養教育 に 関 す る 全学 シ ン ポ ジ ウ ム
3 日 学 内釣 大 会 （富 山 新 港東 防波堤）
学 内 硬式庭球大会
5 日 第 9 回 国 際 交 流 委 員 会 留 学 生部 会
6 日 高 等 学校 長 協 会 と 富 山 大学 と の 懇談会
平 成 1 1 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金公募要項等 の 説
明 会 （ 名 古 屋 大 学 ）
6 日 ～8 日 給 与 実 務 担 当 者研修会 （ 金 沢広坂合 同 庁 舎 ）
6 日 ～9 日 平 成 10年 度 国 立 学校等課長補佐研修 （ 国 立 オ
リ ン ピ ッ ク 記念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー ）
8 日 富 山 地 区 国 立 学 校 技術 職 員 研修
文部省 共 済 組 合 地 区 別 事務 担 当 者打合せ会議
(KKR ホ テ ル 金 沢 ）
労 務 管 理研 究 会 （ D 研） （ 石 川 厚生年金会館）
8 日 ～9 日 文部省予算実 施状況調査
第 四 回 全 国 国 立 大 学 学生部長協議会 （新神戸
オ リ エ ン タ ル ホ テ ル ）
9 日 第 1 回 学 生生活協議会文化部会
第58 回 東 海 ・ 北陸地 区 国 立大学等施設部課長
会議 （ 岡 崎 国 立 共 同研 究機構）
13 日～15 日 パ ソ コ ン 研修会
14 日 第 2 回 学生生活協議 会体育 部会
15 日 フ ル プ ラ イ ト ・ メ モ リ ア ル 基 金 ア メ リ カ 人数
員 一行 学 長表敬訪 問
平成10年 度 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立大学学生部次
長 ・ 課長会議 （ 名 古屋大学）
15 日～16 日 第 19 回 国 立大学等研 究協力部課長会議 （虎 の
門 パ ス ト ラ ル ）
19 日 交通安全一斉指導
改正給与法関係勉強会 （名古屋合 同 庁 舎 ）
19 日～30 日 富 山 大学 リ カ レ ン ト 学習 コ ー ス 「W W W コ ン
テ ン ツ 作成技術 の 基礎 か ら 応用 ま で」
20 日～23 日 平 成 10年度 国立大学等 国 際交流担 当 職 員 研 修
（ 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合セ ン タ ー ）
21 日 平 成 10年度就職講演会 （朝 日 ホ ー ル 名 古屋市）
21 日～23 日 富 山 県 地 区 国 立学校等 中 堅係 員 研修 （立 山 少
年 自 然 の 家 ）
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第36 回 全 国厚 生補 導 研 究 集 会 （信州大学）
22 日 国 立大学協 会 第 7 常置委 員 会 （国立大学協会）
26 日 第 5 回 教養 教育 委 員 会企 画専 門 委 員 会
北 陸 地 区 国 立 大学 等 人事 担 当 課長会議 （ 高 岡
短期大学）
26 日～27 8 第33回 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立大学事務 局 長 会議
（岐阜大学）
北 陵 地 区 大 学 等 厚 生補 導 担 当 者研修会 （呉羽
ハ イ ツ ）
27 日 行 政 庁 訟 務 事務担 当 者事務打合せ （ 富 山 合 同
庁 舎 ）
北 陸 地 区 国 立 学校情報化推進協議会 （金沢大
学）
28 日 第 6 回 教養 教 育 推 進特 別 委 員 会
28 日～30 日 文 部 省 施 設 実 地 監 査
29 日 第 3 回 国 際 交 流 委 員 会学術交流部会
29 日～30 日 国 立 大学学生 部次長協議会 （ コ ー プ ・ イ ン ・
京 都 ）
30 日 五 福 地 区 構 内 交通規制 に 関 す る 実 施 要 項 見 直
し 小委 員 会
大 学 等 就 職 問 題連 絡会議 （ 県 民会館）
富 山 県 大 学 学 生 部 懇 談 会 （富山 医科薬科大学）
人 文 学 部 ｜
10月 5 日 学 部 入 学 者 選 抜 方 法検討委 員 会
7 日 教授会
教授会 （ 人事 ）
12 日 特 別 昇給委 員 会
15 日～16 日 国 立 17大 学 人 文系 学部 長 会議 及 び 同 事務 長 会
議 （名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル ）
26 日 特 別 昇 給委 員 会
28 日 教授会
教 育 学 部
10月 1 日 学 部 改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議
学 部 入 学 試験 委 員 会
4 日 附 属 幼 稚園運 動 会
7 日 学 部 学 生 生活 委 員 会
学部教務委 員 会
12 日 平 成 10年度 日 本教育大学協会北陸地区会学長 ・
副 学 長 ・ 学 部 長 ・ 学部教 員 合 同 会議 （金沢大学）
13 日 学 部 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
報 第406号
14 日 学部就職指導委 員 会
教授会
人事教授会
1 5 日 フ ル プ ラ イ ト ・ メ モ リ ア ル 基 金 （ F M F ） ア
メ リ カ 人教 員 （20人 ） 来学
19 日 学部改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議
20 日 附 属 幼 稚園避難 訓 練
2 1 日 平成 1 1年度大学 院教育学研究科入学者選抜試
験
22 日～23 日 平成 10年度秋季全 国 国 立大学教育学部長会議
（ 山 口 大 学 ）
27 日 学部 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
学部紀要編集委 員 会
28 日 研究科委 員 会小 委 員 会
研究科委 員 会
学部改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議
29 日 大学院教育学研 究 科 入 学試験合格 者 発 表
30 日 学部 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
日 本教育 大学協 会学長 ・ 学 部 長 等 連 絡協 議 会
( K K R ホ テ ル 東京）
経 済 学 部 ｜




8 日 将 来構想等検討 委 員 会
学部学生生活委 員 会
学部入学 試験委 員 会
9 日 学部 自 己 点検評価委 員 会
13 日 就職指導委 員 会
14 日 学 部 国 際 交流委 員 会
財務委 員 会
19 日 総務委 員 会
21 日 防 火 ・ 防 災 対策 委 員 会
図 書等委 員 会
22 日 生涯学習 ・ 広報委 員 会
22 日～23 日 第 14 回 国 立 12大学経済学部 ・ 経営学部教官 懇
談会 （香 川 大学 ）
23 日 情報処理委 員 会
27 日 学部教務委 員 会





29 日 第 1 回 就職 ガ イ ダ ン ス （ 3 年 生対象）
理 学 部 1
10月 6 日 学 部 就 職委 員 会 （持 ち 回 り 〉
7 日 学 部 予 算委 員 会
学 科 長 会議




22 日 国 立22大学理学部長会議 （KKR HOTEL TO 
KYO ) 
23 日 国 立 大 学理 学 部 長 会議 （KKR HOTEL TOK 
YO) 
28 日 学 部 学 生生 活 委 員 会
学部予算委 員 会
工 学 部 ｜
1 0 月 2 日 学位記授与式
5日 物 品検 査
7 日 消 防 訓 練
8 日 学 生 生 活委 員 会
12 日 後 学 期 授 業 開 始
学 部 図 書委 員 会
14 日 教授会
専任教授会
工 学研究科博士後期課程委 員 会
学 部 運 営委 員 会
16 日 電 子 広 報委 員 会
19 日 教 官 要 覧編 集 委 員 会
22 日～23 日 第 51 回 国 立大 学 工学系事務長会議 （ 鹿 児 島 大
学 ）
23 日 学部教務委 員 会
28 日 学 部施設整備委 員 会
29 日～30 日 第 31 回 北 陸信 越 地 区 国 立 大学工学部長会議
（福 井 大学 ）
地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー
10月 5 日 ～ 1 2 日
先 端 技術研修 （新 素材 コ ー ス ）
幸E 第406号
生涯学習 教 育 研 究 センタ ー
10月 1 日 第 1 0 回 大 学 開 放 の 在 り 方 に 関 す る 研 究会 （神
戸 国 際会議場）
2 日 第 4 回 生涯 学 習 実務者協議会 （兵庫県民会館）
総 合 情 報 処 理 セ ン タ ー ｜
1 0 月 8 日 ～ 10 日
第 10 回 学術及 び総合情報処理 セ ン タ ー 研 究 交
流 ・ 連 絡 会 議 （ 山 口 大学）
30 日 第 1 3 回 学術 及 び総合情報処理 セ ン タ ー 長会 議
（金沢大学）
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富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉 町 1 丁 目 5 - 1 8
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 附
